
赤ちゃんの頃から好きだった
水泳を続けて大会へ
　2歳頃から父の勤めるスイミング
スクールで水泳を始めました。水の中は
宇宙の無重力の中にいるようでとて
も気持ちが良いので、水泳が好きに
なりました。武岡台養護学校2年の時、
県水泳連盟会長さんの推薦もあり、
初めて全国障害者スポーツ大会に出場
しました。

かごしま大会に向けて
　これまで全国障害者スポーツ大会に
4回出場し、たくさんのメダルを獲得し
ています。初めて出場した2005年の大
会では、25メートルバタフライで大会
新記録を樹立しました。かごしま大会
では金メダルを取って、日頃から応援
してくれている家族を喜ばせたいです。
また、同じ障害を持つ仲間たちとレース
を楽しみ、大会を盛り上げたいです。

錦江湾をカヌーで横断、
その魅力に惹きつけられて
　小学校のカヌー同好会の行事で錦江
湾を横断したことがきっかけでカヌー
競技を始めました。初めは怖いと感じ
ることもありましたが、今では激しい
流れや大きな波を超えるのがとても
楽しいです。練習場所がある湧水町は
自然が豊かで水も非常にきれいなの
で、漕いでいてとても気持ちいいです。

かごしま国体に向けて
　かごしま国体での目標は、上位に
食い込むこと。そのために「自分は
今、何をしなければならないか」を常
に考えながら練習に取り組んでいま
す。国体で悔いが残らない漕ぎをする
ため、これから一層練習に励んでい
きます。また、勉強もおろそかになら
ないよう、文武両道を目指して努力し
ています。

卓球最大の魅力は
対戦相手との戦術の駆け引き
　スポーツを始めたのは両親の勧め
で、おとなしい性格だった私は、相手
選手とぶつかり合うことがない卓球
を選びました。卓球は、必ずしも運動
神経がよくて技術のある選手が勝て
るわけではありません。最も大切な
のは戦術の駆け引き。強くなるため
に、トップ選手の動画を見て良いと
思った技術や戦術を練習し、試合で
生かすよう心がけています。

かごしま国体に向けて
　かごしま国体では、私が県外から鹿
児島に来たばかりの頃からお世話に
なっている卓球部の先輩や監督や、仕
事でご指導いただいている職場の先輩
方、営業先でいつも応援してくださるお
客様に恩返しの意味を込めて、感動を
与えられるような試合をしたいです。

有馬 恵美 選手
Ｈ28年度
全国障害者スポーツ大会
青年女子25m背泳ぎ1位
同25mバタフライ2位

宮川 遼大 選手
Ｈ27年度～Ｈ29年度
国民体育大会出場

徳永 大輝 選手
Ｈ29年度
国民体育大会5位
全九州卓球選手権大会
シングルス優勝・ダブルス2位
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かごしま国体・かごしま大会が開催される
2020年に向けて、活躍が期待される選手を
ご紹介します。

10月開催
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